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は しが き

東京 女子医科 大学心臓血管外科 酉囲 博

２００５ 年 に人 口 減 少カミ始ま っ た わ が 国 に お い て は、
ま す ま す “科 学 技 術 立 国” の 重

要性が 躰ばれて いる。小泉内閣 は経済界な どの銭勘定に超因 した員中 あるい は員 韓関

係 の悪化 への懸念１こもかかわらず、毅然と した態度で靖国参拝の非のなさ を主張 して

いる。 私 は こ の “流 さ れ ぬ”“迎合 せ ぬ’’ 姿 勢 が 科 学 に と っ て も 極 めて 重 要 と 考 える。

靖国参拝を批判 し、 こ れが一 事が 万事のように振る舞い、 冒本の科 学レベルに追いつ

き 追い越せの中国、韓国爾国はいま どうなっている か？中国 は未 曾有の経済成長を遂

げつつあるが
、高度 成長時代の貝本が独自技術と独自商品 で世界をわがせてき たのと

全く 異なり、 模 傲と膨大な人口に支完られた労働集約的大量生産
、

さらには旬を過ぎ

た欧米のお荷物企業の買収な どで、
』時の繁栄を享受 しているにす ぎない。 韓国は ど

う であろう か？ 初の自然科 学系ノー ベル賞を目指 し莫大 な国家予算 をある 握造科学

者につ ぎ込んで どう しようも ない国辱 を抱完込む事 轍こ陥っている。私の大学時代の

友 人の樋野興夫氏（順天堂大学病 理学教授）はこ う語っている。
“理念 を失い、 断片化

した 知 識カミ、
あ ら ゆる 分 野 に 横 行 す る 現 代、 い わ ゆ る 「科 学 す る 心ｊ は、 地 滑り 的 に

流 行 は する で あ ろ う
。

し か し、 思 慮 深 く、
］ 歩 踏 み 込 む 胆 力 を 持 っ て、 気 概 の あ る 嚇

判 する 心」 を 持 っ た 「プ ロ」 は、 そ こ か ら は 生 じな い で あ ろ う。
「プ ロ」 は、 ル ーノレ

が 有名 無 実 と な り、 マ ζ ユ ア ル が通 用 しな い 時 代 で も、 我 慢 強く、 丁 寧 に 仕 上 げ、 最

後 に は 立 派 に 完 成 す る も の で あ る。
「風激 しく て 勤 草 を 知 る」 故 事 は、

時代 を超 完 て、

今 に 生 き る。 事 実 を 直視 し、 リ ア リ ズ ム に 徹 す る こ と が 要 求 さ れ る。 リ ア リ ズ ム に 徹

す る と は
、

「Ｇ・ｒａｓｐ ｏｆ 砒 皿ｇ」 で あ る
。

研 ぎ 澄 ま さ れ た 感 性 を 持 っ て
、

鴫ｅ鵬ｅ ｏｆ

胆Ｏｐ㎝ｔｉ㎝」 の 心 で、
大 小 を 的 確 紅判 断 し て物 事 に 対 処 す る こ と で あ る。 冷 静 に 真 偽

を かき分ける員 を養いたいも のである。
「根源的な議論」 ば避 けて通 れぬ 「目下の急

務」 で ある。
” 感 性と 理 念 を 失っ た 研 究１こ魅 力 も 未 来 も な い の で ある。

さて、本研究のような基礎科 学研究においては人間の医療への応用を忘れて はな ら

な い こ と も 事 実 で あ る
。

人 間 の 医 療 と は
‘‘

自 然 科 学
”

で も あ り
、

同 時 恒
“

杜 会 科 学
’’

で も ある。 つま り、 科 学 的 技 術 的 イ ノ ベ ー ショ ン に加 完
、 杜 会 酌イ ノ ベ ー ショ ン ヘ の

取り 組みも必要不可欠であることをわれわれ は忘れて はならない。杜会 的イノ ベーシ

ョ ン と は 杜 会 的イ ン フ ラ のイ ノ ベ ー ショ ン で ある
。

今 員 の わが 国 に お け る 医 療 へ の 杜

会 的イ ン フ ラ のイ ノ ベ ー ショ ンの 二 大 テ ー マ は “医 療 経 済” と “医療 の 安 全 と 質” の

イ ンフ ラ 整 備 で あ る。 特 に ‘‘医 療 の 安 全 と 質” のイ ンフ ラ 整 備 は 欧 米 に 艶 較 して 著 し

く 遅 れ て お り、 そ の 整 備 は 急 務 で あ る。 も ち ろ ん “医 療 経 済’’ は科 学 的イ ノ ベ ー シ ョ

ンに も 杜 会 的イ ノ ベ ー ショ ン に も密 接 に 関係 してく る 大 間 題 で あ る が、財 政 当 局 の 論

理のみが先行 し“医療費は何淡何でも抑制すべ し” とする政策にも毅然と して立ち向

かう必要が ある、 と考完たのが
、

本研究成果報告書の参考文献にこれ らのテーマに関

連 した論 文 が あ げ ら れ て い る 所 以 で も あ る。

・ １ 一
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ｒｅｖａｓｃｕ１㎞ ｚａ二ｔｉｏ忍 就 ｐ 説ｉｅな掴 嚇ｔｈ ｄｉａｂｅｔｅｓ
，

Ｃｉｒｃｕ１ａｔｉｏｎ １０８二１３毎３－１３４９
．

２００３
，

１２．
酉 田 博

、
遠 藤 真 弘

、
黒 澤 博 身： 循 環 器 難 治 性 心 不 全 治 療 の 最 前 線 補 助 循 環

、

Ｍｅｂｉｏ ２０（４）：９２－１０１
．

２００３
．

一 ３ ・



１３
．

１４
．

１５
．

１６
．

丑７
．

１８
．

１９
．

２０
．

２１
．

２２
．

２３
．

２硲
．

２５
．

２６
．

２７
．

２８
．

２９
。

３０
．

３１
．

３２
．

３３
．

西囲 博： 冠疾患侵 襲的治療 にお ける診 療報酬翻 度の間題 点一芥 科医の視 点か ら
一 目 本 心 血 管 カ テ ー テ ル 治 療 学 会 誌 ３（１）：５１－５７．

２００３．

西禺 博、 黒澤博身、 遠藤真弘； 冠動脈形成術 レーザー心筋血行 再建 術 冠動脈の

臨 床 （上） 一２王 世紀 の 診 断 治 療 体 系 一 Ｗ
．

Ｃｏｒ㎝ 郷 ｈｔ帥ｅ滋ｉｏｎ の 進 歩
，

罵 本 臨 床

６１（増 刊 号 ４）：５４９－５５７
ヨ
２００３．

西囲 博、 黒澤博身、 遠 藤真 弘： 冠動 脈バイパス 術 緊急 ＣＡＢＧ の適応 冠動脈の

臨 床 （上） 一２１ 世紀 の 診 断 治 療 体 系 一 Ｗ． Ｃｏｒｏ独 郷 ㎞施ｍｅ赫 ㎝ の 進 歩
，

費 本 臨 床

６１（増 刊 号 ４）：６１２－６１７
冒
２００３．

西囲 博、 黒澤博 身、 遠 藤真弘： 冠動脈形成術 急性心筋梗塞の重篤 合併症の緊急

外科手術 冠動脈の 臨床 （下） 一２１ 世紀の診 断治療体系一 Ｘ、 急性 心筋梗塞 重

篤 合 併 症 と 治 療 法の 進 歩
，

目 本 臨 床 ６１（増 刊 号５）：５１１－５１９．
２００３

．

酉囲 博、 黒澤博 身、 遠藤真弘： 冠動脈バイ パス術 緊急 冠動 脈バイ パス術の適応

と実際 冠動脈の臨床 （下） 一２１ 世紀の診 断治療体系一 Ｘ． 急性心 筋梗塞 重篤

合 併 症 と 治 療 法 の進 歩
，

冒 本 臨 床 ６１（増 刊 号５）：５６９－５７５．
２００３

．

西 田 博： 学 会 の
“
内
”

と
“
殊
’’

一 縦 割 り 体 質 に対 時 す る 横 断 的 民 活 組 織 と して の

存 在 価 値 をも っ と 前 面 に ！ 一
ヨ

人 工 臓 器 ３２（亘）：１６８．
２００３

．

西 田 博、 冨 澤 康 子、
遠 藤 真 弘、

黒 澤 博 身
、

吉 田 悦子、
大 橋 靖 雄： 心 臓 血 管 外 科 の

医 療 経 済
，

Ｃ孤磁ｏｖａｓｃ 曲ｒ Ｍｅｄ－Ｓｕｒｇ５ （３）二３１７－３３０
．

２００３
．

西 周 博： 本 邦にお ける虚血 性心 疾患 手術に関する 学会 調査の紹 介
，

目奉 冠疾患

学 会 雑 誌 ９（３）：１７３－１７８
．
２００３

．

西田 博； 今月 号のハイライ ト ０㎎ｈ棚 倣ｇを正 しい形で世に 出 し、 広めるの は集

中 治療医の 重要な役割 である一 心臓休 科医の経 験か ら一， 園本集 中 治療医学会雑

誌 １０（４）：３２５－３２７
ヨ
２００３

．

西閏 博： 循環・呼吸 系代行装置 人 工心肺装置（回一タリ ーポ ンプ） 人 工心肺装置

（遠心ポ ンプ） 冷 温水 槽 心筋保護液 供給装置
盲

医療機器事典 Ｗ． 代 行機 器 ｐｐ２９２

－ｐｐ２９８
．
２００３ 年 医 療 機 器 事典 編 集 事 務 局 編．（株）産 業 調 査 会 事 典 出 版 セ ンタ ー

西 田 博： 人工心肺装 置 体外循環と補助循環
，
目本人工臓器学会 第 １９ 回 教育

セ ミ ナ ーテ キス ト
、

２００３ 年。
四 津 良平 編 集

酉 岡 博： 虚 血性 心疾 患 循 環器 病 の診 断と 治 療 に関 する ガイ ドライ ン（２００卜

２００２ 年度合１司研 究瑳報告） 非心臓手術にお ける合 併心疾患の評価と管 理に関す る

ガ イ ド ラ イ ン
，

Ｃｉｒｃｕ 厨ｉｏｎＪｏｕ㎞ 劔 ６７（ｓｕｐｐ１ Ｗ）：１１９５－１２００
．
２００３．

Ｔｏ㎞ｚａｗａ Ｙ Ｖ珪ｃ触 班 ｇ 舶 ｓ１ ｂ 滅 ｃ ｒｅｓｅ級 破 ε㎜ｄ ｃ一耐 ｃａ１ ａｐＰｌ｛ｃａｔｉｏ鵬。 ｈ； 酌 獺 Ａ
， ｅｄ．

晩ｓｃｕ１孤 ｇ蝸 館： Ｅｘｐｅ念㎜ｅｎｔａｎｄ 獺ｏｄｅ１１ｉｎｇ． 赫 Ｖ５Ｌ ３４ ｈｔｅｍａｔｉｏ鰍１Ｓｅ曲ｓ ｏｎ Ａｄｖ棚 ㏄ｓｉｎ

舳 ｄ 蜘ｅｃ 腕 １ｃｓ．
Ｓｏ篶 漉 ㎞ ｐｔｏｎ： Ｗ 皿 ｐｒｅｓｓ

，
２００３：１－３９

、

冨 澤 康 子
、

小 森 万 希 子、
高 田 勝 美

、
西 禺 博

、
遠 藤 真 弘

、
黒 澤 博 身 ： ヨ ラ ー ゲ ン 製 止

血 材 の 生 体 顕 微 鏡 に よ る 評 楓；組 織親 和 性 及 び 吸 収 性、 扇 心 血 休 会 誌、３２：１７－２２．
２００３

冨 澤 康 子、
遠 藤真 弘、 西 囲 樽

、 小 柳 仁：左 室 瘤 の 外 科 治 療 後 の遠 隔 成績
、

胸 部 外 科
、

５６：５２８＿５３１
．

２００３

鈴 木 豊
、冨 澤 康 子、 小 森 万希 子、

高 囲 勝 美 ： 塩 管 新 生過 程 の 観 察
、

州Ｄ フ ィ ル タ ー の

利 用 に よ る 観 察 域 の 拡 大一、
呼 と 循

、
５１：５０７－５王０

．
２００３

丁 搬 曲 Ｋ
，

Ｋｏ狐ｏｈ Ｍ
，

Ｎｏｔｏｙａ Ａ
，

Ｔｏ㎞ｚａｗ＆ Ｘ Ｏｚぬ Ｍ． Ｅ逓ｅｃｔ ｏｆ ｕ１五ｎａｓ㈱ ㎞ ㎝

搬ｉ・… ｉ・・ 洲 ㎝ ｄ・ 軸 ・・・… ｉ 納 鋤・肌ｈ鵯・棚ｉ・ｇ 脳 弊 ・ｐ 帖 Ｖｉ・・２００３；１７：１２９－３５・

ＫｏｍｏｒｉＭ
，

砒 曲 Ｋ
，

恥 ㎞ｚ獅ａＸ Ｕｅｚｏ忽ｏＳ
，

０ 搬 Ｍ
．
Ｕｍ 町 帥 ｓ虹 舳ｉｂｉ倣 ㎞ｐｒｏｖｅｓ

ｐｅ㎡
ｐ 脆 脇互 狐ｉｃｒｏ 曲 ｃ滋 飢ｉｏｎ 狐 ｄ ｂｒｏｎｃｈｏｓｐａｓ㎜ ａｓｓｏｃｉ割ｔｅｄ ｗｉ碗 ｓｙ説ｅ獅ｉｃ 狐 理

ｋ
ｙ１ 揃 ｓ ｉｎ

ｒ包ｂｂ三憶 ｉ血 ｖｉ∀ｏ．
Ｓｈｏｃｋ ２００３

；
２０：１８９＿９４

．

じｃｈｉｋａｗａ Ｓ
，

Ａｏ加ｉＳ
，

Ｋ包ｗ壷 Ａ
，

Ｙａ独 拠 荻ｉ Ｋ
亘

Ｔｏ㎜ｉｚａ 榊 Ｘ Ｎｉｓ舳 曲 Ｈ
ヨ

Ｅｎｄｏ Ｍ
，

Ｋｏｙ狐 晦 Ｈ；

Ｌｅ丘 ｖｅ１ 赫 ｃｕ 廠 ｍａｓｓ 抵ｄｅｘｒｅｄｕｃｔｉｏ亙 ｅ孤１
ｙ

搬 ｅｒ ㎜１ｉｓｏ 嚇 ｅｄ ａｏ並ｉｃ ｖ創ｖｅ 蛇ｐ
胞ｃｅ㎜ｅ姐 ㎞ 曲 Ｓｔ

．

瓦 ｄｅ Ｍ 劔 ｃａ Ｈ ｇＡ－ＨＰ
．

工ｐｎ Ｊ Ｔｈｏ蝸ｃ Ｃａｒｄｉｏ ｗｓｃ Ｓｕｒｇ
鼠：３６１－３６７

。、
２００３

冨 澤 康 子 ： 麻 酔 科 医 に役 に 立 つ 人 工 血 管 の 痢 識
、

臨 床 麻 酔
、

２７（５）：８０７－８亘２ヨ
２００３

遠 藤 真 弘、 冨 澤 康 子 ：ＣＡＢＧ の ス タ ン ダー ド
、

先 端 界 科 医 療 の 最 前 線
、

医 学 の あ ゆ

一 仁



３４
．

３５
，

３６
．

３７
．

３８
．

３９
，

４０
．

榊
．

４２
、

４３
．

４４
．

４５
、

４６
．

４７
．

４８
．

４９
．

５０
．

５１
．

５２
．

５３
．

５４
．

５５
．

５６
．

み
、

２０５；６７８－６８２
．

２００３

冨 澤 康 子、
遠 藤 真 弘

、
木 原 信 』 郎、 斎 藤 聡、 石 戸 谷 浩

、
凶 騎 健 二

、
青 見 茂 之

、
西 閏

博、 黒澤博身：再 冠状動 脈再建 豚ｏ卿ｕ岬 と ｏ艇鯉醐ｐ の比較・検討、 胸部 外科、
５６：２２旦＿２２６

ヨ
２００３

冨 澤 康 子 ： 最 近 話 題 の 人 工血 管
、

心 臓 血 管 麻 酔 学会 雑 誌
、 ７：３－６．

２００３

冨 澤 康 子 …２．
心 電 図 ［８５ 歳 の 心 電 図］

、
岩 手 県 ８５ 歳 追 跡 調 査

、 ｐ．８２－８７．
２００３ 隼、

財 団

法 人 ８０２０ 推進 財 団
、

杜 団 法 人 岩 手 県 窟 科 医 師 会
、

岩 手 県
、

岩 手 医 科 大 学
、

８０２０ 報 告

書
、

２００３

冨澤 康子 ：人工血管、 医療材料・医療機器 の安全性と 生体適合佳、 新材 料・新素

材 シ リ ー ズ
、

土 屋 利 江 編 集
、

シ ー ヱ ム シ ー 出 版
、

２００３， ｐ．
１１８一一２２

西固 博； 特集 ２１ 世紀初頭 の循 環器医療を取り巻く 杜会的諾間題 そ の３：循 環

器領 域を若手にとって魅カ 的なものにするために 施設基 準 ㎜ｄ人物基 準 （１） 外科

Ｃ 孤ｄｉｏｖａｓｃｕ１ａｒ Ｍｅｄ－Ｓ 耐ｇ
６（１）：２６－３６

．
２００４

。

黒澤博身、 西囲 博： 心臓血管外科の医療経済における間題点
ヨ

目本外科学会 雑誌

１０５（９）：５３劣・５３６
ヨ

２００４。

田 申 啓 治
、

西 田 博： 難 治 性 虚 血 性 心 疾 患 と 血 管 再 生 療 法
，

医 工 学 治 療 １６（２）：８０－８１．
２００４

．

西 田 博：Ｄ鰯ｇ 剛ｕ曲ｇ Ｓｔｅｎｔの 髭 響 予 測 に 関 す る ア ンケ ー ト 結果 報 沓
，

肩 本 冠 疾 患

学 会 雑 誌 １０（１）：５－９．
２００４．

西 田 博； 冠 動 脈 バイ パ ス 術 冠動 脈疾 患
，

循 環 器 疾 患 最 新 の 治 療 ２００卜 ２００５．ｐｐ

１２０ －ｐｐ １２５
．
２００４ 牢 山 口 徹 ・ 堀 正 二 編 集 南 江 堂

西囲 博： 収縮性心膜炎 ｗ． 他の 重要な疾 患の手術適応 と至適時期 新・心臓病診

療 プラ ク テ ィ ス
，
２．

心 疾 患 の 手 術 適 応 と 至 適 時 期
．ｐｐ３９３ － ｐｐ３９６

．
２００４ 年 赤 阪

隆史・ 吉川 縄一編集 文光 堂

西囲 博： 循環器 分野 特集 臨床 家の望むバイ オマテリ アル こん粧材 料カミほ し

い ！
ヨ

バ イ オ マ テ リ ア ル ２２（３）：１８９－１９２
．
２００４。

人 工臓器 第 ２０ 回教育セミナー 編者： 冨澤康子 発行：目本人 工臓器学会、 ２００４ 年

７月

冨 澤 康 子、
小 森 万 希 子

、
高 田 勝 美、

西 閏 博
、

遠 藤 真 弘
、

黒 澤博 身：局 所 並 血 材 の 細 胞 毒

性と組織 親 和 性 の 榊 肋 および 肋 柳ｏ 評 樋、園 心血 外会 誌
、
３３：３８２－３８６．

２００４

宮州一當 囲 幸 子
、

今 申一吉 田 恭 子
、

杉 材 洋子、 冨 澤 康子
、

中 澤 誠 ： 冠動 脈の 発 生 と発 達

に 関 す る 最 近 の 知 見、
冠 疾 患 学会 雑 誌

、
１０：５５・６０． ２００４

冨 澤 康 子 ： 糖 尿 病 合 併 症 例 に お ける 冠 血行 再建 術
、

循 環器 専 門 医、 ｉ２：２９５－３００三
２００４

岩 騎 淳 一
、

宮 州 塘 田 幸 子
、

森 善 樹
、

富 松宏 文
、

中 澤 誠
、

冨 澤 康 子
、

遠 藤 真 弘、 小 久

保 博 樹 ： マ ウス の心 電 図 計測 方 法一生 後 ５ 目 員 の ㈱ ｙ か ら ａｄｕ此 ま で
、

呼 吸 と 循 環
、

５２：２０３＿２０６
．

２００４

Ｇｏｙａ Ｎ
，

Ｉｓ賊 ぬ ｗａ Ｎ
，

Ｉｔｏ 耳 Ｋｏｂａｙ＆ｓ舷 Ｃ
宣

πｏ㎜ｉｚａｗａ Ｘ Ｔｏ㎜盈 Ｈ
．

Ｔｒ孤［ｓ耐ｅ 倣 叡 Ｅ抵 独 ｏ１

呵・碗 ㎝ 珊… ｐｙ 趾 Ｐ… 傲 ・ Ｈｙｐ・唖 嚇 ・：３一狛 孤 Ｒ・・汕・・ＪＵ・・１２００４；１７２；王Ｏ玉７－１０２０・

Ｔｏ㎜ｉｚａｗａ Ｘ Ａｏ鰍ｉ Ｓ
．

Ｄｅ舵ガｏｒａｔｉｏｎ ｏｆ ｓｕ加 雄 鮒 就ｅｈａ１ｓ 説 ｐｒｏｓ伍 磁 ｃ一血ｏｓｔ ａｍａｓｔｏｍｏｓｅｓ 」

Ａ 地ｆ０昭 棚 ２００４；７：２０７，２０９
．
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【研 究成 果 １】

この度の研究計画及び成果の概要

東京女子医科大学心臓血管殊科 西田 博

はｃめ に

こ ζ で は 本 研 究 の 全 貌 の 大 ま か な 理 解 の

た め に、
こ の 研 究 を 始 め る に あ だ っ て の 背

景 お よ び 位 置 づ け に つ い て 明 ら か に し、 研

究 計 画 お よ び 成 果 の エ ッセ ン ス を簡 単 に 説

明 す る。 そ う す る こ と に よ っ て、こ の 研 究

の 意 義 お よ び 成 果 の 意 味 を 浮 き 彫 り に す る

こ と カミで き
、

ま た
、

こ の 研 究 に よ り 導 か れ た

論 文、さ ら に 我 々 の 参 考 論 文 を 読 む に 際 し

て、
』 層 深 い 理 解 カミ得 ら れ る と 思 わ 杓 る。

研 究 の 背 景およぴ 蟹 的

血 管 の 形 成 さ れ な い 動 物 は 生 存 で き な

い。 そ の た め 心 臓 血 管 領 域 に お け るノ ッ ク

ア ウ ト マ ウス の 大 多 数 は 敦 死 的 で あ り、 成

体 ま で 生き 延 び る も の は珍 し い。 Ｎｏ鮎 シ

グナ ル 伝 達系 は、 細 胞 間 相 互 作 用 の 重 要 な

因 子 群 と し て、 細 胞 膜 貫 通 型 の シ グ ナ ル 受

容 体 で あ り
、

Ｊａｇｇｅｄ／Ｓｅ㎜旋 お よ び Ｄｅ晦 と

い う 二 種 類 の 一三ｇ刎ｄ と の 相 互 作 用 に よ り
、

Ｎｏｔｃｈ 細 胞 内 ドメ イ ン が 放 出 さ れ 核 内 へ 移

行 し
、 ｓ理ｐｒｅｓｓｅｒ ｏｆ 晦ｉｒ１ｅｓｓ な ど の 遺 伝 子 産

物 と 共 同 で 滅 収 ａｎｄ Ｅ池ａｎｃ町 ｏｆｓｐ胱 と い っ

た 標 的 遺 伝 子 の 発 現 を 活 性 化 し、 細 胞 の 運

命 決 定 を 行 う と さ れ る。 重 複 した 機 龍 を 有

す る フ ァ ミ リ ー 遺 伝 予 に お い て ｄｏｕｂ１ｅ

ｍｕ伽ｔ は 致 死 で あ っ て も
、 Ｓｉ㎎１ｅ ｍ 腕ｔで は

比 較 的 軽 い 表 現 系 を 示 す こ と が あ る。

最 近、 ｐｏ流 ｍｕ励ｏな で の 各 遺 伝 子 座 に お

け る ｈＷｅ㎜ｏψｉｃ な ＆ｎｅ１ｅ の 利 用
、

時 期 お よ

び 特 異 的 に 遺 伝 子 を ノ ック ア ウ ト で き る シ

ス テ ム を利 用 して 遺 伝 子 機 能 を 一 部 欠 い た

ま ま 誕 生 さ せ、 ａｄ泌 成 体 で の 遺 伝 子 機 能 を

解 析 す る 機 会 が 増 加 し て い る。 ノ ッ ク ア ウ

ト マ ウス は 発 生 工 学 的 手 法 を 用 い て 単 一 因

子 の 影 響 を 肋 切γｏ で 解 析 で き る よ う に した

も の だ 添、 こ れ ま で の 古 典 的 方 法 に よ る 研

究 を 補 っ て い る ば かり で な く、 新 しい 研 究

資 源 と して 多 く の 可 能 性 を 秘 め て い る。 心

臓 愈 管 系 に 心 奇 形 を 発 魏 す る Ｎｏｔｃｈ シ グ ナ

ル 系 を介 した ノ ック ア ウ トマ ウス の（加功 の

心 疾 患 発 症 機 構 の 解 明 は発 生 機 序 の 理 解 を

大 き く 進 め、 ま た 心 機 能 の 解 析 に 非 常 に 有

用 で あ る こ と が 期 待 で き る と 考 完 危
。

当 該 研 究 の 学 術 的 な 特 色、 独 創 的 な 点 及 ぴ

予葱される結果と意 義

① 心 臓 形 成 過 程 で は ｈｅｓｒ１ は 心 房 に、 ｈｅｓｒ２

は 心 室 に 発 現 し、 特 に 娩ｒ２ が 重 要 な 役 割

を 占 め て い る。
② 血ｅＳｒ ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス

に お け る 心 奇 形 は 有 心 系 に 限 局 して お り、

宥 心 系 の 発 生 過 程 の 解 明カミ可 能 で あ る。 ③

心 臓 血 管 領 域 の ノ ッ ク マ ウ ス は 大 多 数カミ致

死 的 で ある が
、

本 マ ウス は 生 存・生 殖 可 龍 で 成

体 に なることカミあり
、

今 ま で 行 完 な か っ た 経 時

的 心 機 能 評 価 が 珂 龍 であ る。
④ 鹸ζ２ ノックア

ウトマ ウス は 高 率 に 右 心 不 全 を 起 こ す。 ⑤

ｈ餓１ は 血 管カミ豊 密 な 組 織 で 高 い レベ ル で 感

知 さ れ ｅｎｄＯ雌１ｉ釦 Ｃｅｎ 舳ｅ あ棚 搬Ｏ忽 を 制 御 し

心臓 に 多く発 婁 する。

ノックアウトマ ウスが 遺 伝 子 疾 患 モ デ ルとな

り、 成 体 に お ける あ る 遺 伝 子 機 能 の 欠 損 が 生

体 内 で 導 か れ る 影 響 を 明 ら か に で き る こ と

は、 疾 病 に 至 る 作 周 機 序 の 理 解 に と どま ら

ず、 製 薬 や 治 療 へ の 応 用 を 可 龍 に す る こ と

が 確 信 さ れ て お り、 多 大 な 杜 会 的 貢 献 が 期

待 で き る と 考 完 淀。

国 内 外 の 関 連 す る研 究 の 中 で の 当 該 研 究 の

位置 づ げ

シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ で の Ｎｏｔｃｈ シ グ ナ ル 系

を 介 し た側 方 抑 糊 モ デ ル が 提 喝 さ れ だカミ、

最 近、 神 経 系 以 外 に も 体 飾 形 成、 器 官 形 成

に ＮＯｔＣｈ シ グ ナ ル 伝 達 系カミ重 要 な 役 割 を 果

た す こ と が 示 さ れ た。 心 臓 形 成 で は Ｎｏ鮎

の ｌｉｇａｎｄ で あ る 晦ｇｅｄ 玉 遺 伝 子 カミ Ａ１ａｇｉ脆
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ｓ抑ｄｒｏｍｅ の 原 因 遺 伝 子 と し て 同 定 さ れ た

（Ｌｏｏｍｅｓ
，

Ｕｎｄ 鍬 ｏ 翻ｅｒ ｃｔ 叡
．

１９９９）
。

そ の 後
、

Ｎｏｔｃｈ１／４ お よ び も う 一 種 の Ｎｏ熾 の １ｉｇ搬ｄ

で あ る ｄｅ１仇４ が 心 臓 血 管 系 の 形 成 に 必 須 で

あ る ζ と 邪 示 さ れ た （陥ｅｂｓ，
Ｘｕｅ ｅｔ 釦

．
２０００）。

ｋｅｓｒ 遺 伝 子 群 は
、

Ｎｏｔｃｈ シ グ ナ ル 伝 達 系 の

標 的 遺伝 子 で あ り 転 写 因 子 で あ る ｈａｉＷ 搬

Ｂ（ｓｐ１） 遺 伝 子 群 の サ ブ フ ァ ミ リ ー で あ る が
、

撞 界 で ５ カ 所１司時 期 に ク ロ ー ニ ン グ が 報 告

さ れ、 現 在、 国 内 外 で 盛 ん に 研 究 さ れ て い

る （Ｎ 永 鵯ａｗ弘 鋭 叡．１９９９
，

Ｌｅｉ㎜ｅｉｓｔ興 １９９９
，

Ｓ醐，

２００１）。
し か し

、
ｈｅｓｒ ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス と

心 奇 形 発 症 機 構 の 解 明、 お よ び 心 ヱ コ ー 検

査 を 含 む 心 機 龍 評 価 を 経 時 的 に 行 っ た 報 告

は ほ と ん ど な か っ た
。

本 研 究 の 着 想 に至った 経 緯

生 直 後 の 乳 幼 仔 マウスの 心 臓 は 長 軸 ５湘㎜

と小 さく
、

し かも 心 拍 数 が 約 ３００一蜘０／分 と速 い。

そ のた め、 読 み 込 み 函 像 を 処 理 す る速 度 およ

び 分 解 解 像 度 が 機 械 の 限 界 を越 完対 応 できて

い な か っ た た め
、

エ コ ー 診 断 装 置 を 用 い て の

心 機 能 評 価 は 極 め て 困 難 であることが 指 摘 さ

杓 てきた。 我々 は 心 機 能 の 評 樋 を目 的 に 目 本

で 入 手 可 能 な 数 種 類 の エ コ ｝ 診 断 装 置 の 機

龍 を 評 価 し た が、 満 足 な 描 出 添 得 ら れ な か

っ た。 市 販 の 機 種 で は唯 一 ㎜ＴＡＣ固眼ＭＳ 杜

製 エ コ ー 診 断 装 置 ＨＤＩ－５０００ Ｓｏｎｏ ＣＴ ＸＲＥＳ

に 小 型 高 性 能 プ ロ ー ブ ＣＬ１５－７ ｈ敏 脆ｑｕｅｎｃｙ

㎞ 鮒 ｐｒｏｂｅ を 用 い た と ζ ろ、
生 後 ５ 日 目 の

乳 幼 仔 マ ウス に お い て 描 出 可 龍 で あ っ 危。

し か し
、

対 象 の 乳 幼 任 マ ウ ス カミ小 さ く ① 心

電 図 波 形 を 同 時 に 描 出 す る た め の リ ー ドの

装 着、 ② プ ロ ー べ の 角 が 動 物 を 固 定 し て い

る 台 に あ た る た め、 検 査 用 台 と 検 査 時 の 体

位、 ③ 体 温 が 下 が ら な い よ う に ゼ リ ー の 加

温、 動 物 の 保 温、 ④ ゼ リ ー で 窒 息 し な い 配

慮 等 を 工 夫 す る こ と に よ り 心 ヱ コ ー 検 査 が

可 能 に な っ た。 以 上 か ら明 らか なよう に、
心 臓

形 成 過 程 に 重 要 な役 割 を果 淀している加８〃 ツ

クアウトマウスを用 い て 本 研 究 を 準 傭 す るに至

つ た
。

本 研 究 の 準 備 状 況 等 に つ い て

心 臓 血 管 系 の 形 成 過 程 を ノ ッ ク ア ウ ト し

た 本 マ ウ ス は 致 死 的 で な い た め、
生 き て 生

ま れ る。 し か し、
生 後 ５ 周 目 の 正 常 の 心 臓

で さ え 長 軸 ５ ㎜ と 小 さ く、 卓 越 し危 発 生 学

的 知 識、 繊 細 在 解 剖 技 術、 循 環 動 態 の 理 解

が あ り 初 め て 剖 検 に お い て の み 心 奇 形 の 確

定 診 断 を つ け る こ と が 可 龍 と な り、 生 存 申

の 心 奇 形 の 診 断 は 不 可 能 に 近 い
。

ｈｅｓｒ２ は 重

複 した 機 能 を 有 す る フ ァ ミ リ ー 遺 伝 子 ｈ鮒亘

と の ｄｏｕｂ１ｅ ＫＯ ｍ以腕ｔ で 初 め て 致 死 と な り
、

脇ｒ２ 単 独 ホ モ マ ウ ス で は 比 較 的 軽 い 表 現 系

を 示 す の み で あ る
。

ｈｅｓｒ２ ノ ッ ク ア ウ ト ホ モ

マ ウ ス は 生 後 ２ ４０ 日 の 間 に、 体 重 が 増 加

せ ず に 死 亡 す る
。

本 マ ウ ス の 死 因 は
、

心 機

龍 不 全 に よ る 体 循 環 還 流 量 の 不 充 分 に よ る

多 臓 器 不 全 に よ る ζ と が 考 え ら れ て い る

カミ、 心 筋 形 成 不 全 の 可 能 性 も 否 定 で き な か

っ た
。

剖 検 で は 常 に 心 臓 の 拡 大カミ著 し い が
、

確 定 診 断 を つ け る こ とカ§困 難 で あ っ た
。

心

筋 形 成 の 異 常カミ存 在 す る の で あ れ ば、 経 時

的 な 心 機 能 の 評 価 は 重 要 性 で あ る。 ま 危、

過 去 に お い て、 ノ ッ ク ア ウ ト マ ウ ス の 心 機

龍 の 経 時 的 変 化 は ほ と ん ど 評 価 さ れ て お ら

ず、 本 研 究 に お い て 興 味 深 い 知 見 が 得 ら れ

る こ と が 期 待 さ れ た。

ｈｅ１三㎜三ｍ 岬 Ｓｔｍｄｙ と し て 本 ノ ッ ク ア ウ ト

マ ウ ス の 心 エ コ ー 検 査 を 試 み た
。

ま だ
、

心

奇 形 の 確 定 診 断 を エ コ ー 検 査 で は つ け る こ

と は で き な か っ た。 左 室 流 入 路 お よ び 左 室

流 艶 路 か ら 大 動 脈 を 心 電 図 と 同 一 繭 面 に 描

出 す る こ と は 可 龍 で あ っ 淀。 検 査 施 行 後 に

心 臓 の 標 本 を 採 取 し、 マ ク 回 観 察 お よ び 連

続 切 片 に よ る 組 織 学 的 観 察 を 行 っ だ。 心 臓

の 形 態 は
、

三 尖 弁 形 成 不 全 の 弛 に は
、

小 さ

い 宥 心 室、 心 室 中 隔 欠 損 及 び 心 房 中 隔 ２ 次

孔 欠 損 等 の 右 心 系 の 奇 形 が 観 察 さ れ る こ と

が あ っ た が、 各 心 奇 形 の 出 現 頻 度 は 不 明 で

あ っ た。 長 軸 方 向 の 連 続 切 片 に よ る 組 織 学

的 評 個 で は 小 さ い 心 室 中 隔 欠 損 も 診 断 可 能

で あ つ た
。

一 ８ 一



研究計画

平 成 １５
ヨ

１６
ヨ

１７ 年 度 の ３ 年 間 で 研 究 す る こ と

を 計 画 し た
。

１
．

血 行 動 態 評 価 ： 実 験 申 の 血 圧
、

心 拍、

ＥＣＧ、
体 温

、
血 申 酸 素 飽 和 度 を 連 続 し て 測

定 す る こ と と し た
、

レ ー ザ ー 血 流 計

（ＡＬＦ２１Ｎ
，

Ｆ１ｏｗ ・ Ｍ ａｓｓ ・ Ｖｅ一㏄ｉ蚊，
Ａｄｖ独 ｃｅ ｃｏ．

Ｌ地．）を 用 い る と 非 接 触 性 に 組 織 愈 流 を 測 定

可 能 で あ る。 実 験 動 物 の 体 温、 脈 拍 の 変 化

に 特 に 気 を つ け 淀
。

２．
心 エ コ ー 検 査 で の 心 機 龍 評 樋 に お い て 役

に 立つ 機 能 の 利 用

① Ｂｒｏ記ｂ㎝ｄ ｄｉｇｉ悦１ ｂｅ撒一飾 抽 ㎎ と ｅ鵡ｎｄｅｄ

ｓ敏 釦 ｐｒ㏄ｅｓｓｉ㎎ ［超 音 波 パ ル ス 幅、 周 波 数
、

振 幅 を コ ン トロ ー ル し周 波 数 帯 の 全 域 を 画

像 化。
浅 部 か ら 深 部 ま で］ヨ

Ｂｒｏ紬ｂ㎜ｄ ｎｏｗ

ｉ㎜＆幽ｇ 曄 離 分 解 能 の 向 上。
血 流 信 号 画 像

で 高 分 解 能］，
Ｔｉｓｓ鵬 ｈ 燃 ｏ皿ｉｃｉ搬昭㎞ｇ ［高 調 波

成 分 の 画 像 化 、 ア ー チ フ ァ ク ト の 低 減］，

恥 ｗｅｒ ｍｏ 施 ｎ ｉｍａｇ㎞ｇ ＝心 筋 で の ｄｏｐｐ１ｅｒ シ フ

ト の 画 像 化】，
丁三ｓｓ鵬 ｄｏｐｐ１ｅｒ ｉｍａｇ㎞ｇ （ＴＤＩ） ［心

筋 か ら の高 振幅 壁 運 動 信 号の み を表 示。 皿）Ｉ

申 に 心 筋 速度 の Ｍ モ ー ドを行 う と 時聞 分 か

伊 能 が 向 上。 皿）Ｉ は 心 臓 の 拡 張／収 縮 機 能 の

局 所 ＬＶ 壁 運 動 遠 度 の 定 量 評 価 を 可 能 に】皇

Ｄｉｇ捌 ｖｉｄｅｏｓ娩ε㎜ｉ㎎ （ＤＶＳ）［超 音 波 画 像 デ ー

タ を デ ジタ ル 信 号 の ま ま リ ア ル タ イ ム で 記

録 す る オ ン ザ フ ラ イ 圧 縮］。

② ２Ｄｃｏｎｔ㎜飢 ｈａｍｏｎｉｃ 施 晦忽ｇ［超 音 波 造 影 剤

の 工 糸 ル ギ ー を 検 出 し 画 像 化 す る］ヨ
醐Ｓｅ

ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ ｈａｍ ｏｎｉｃｓ （Ｐ 唄） ［広 い 帯 域 を 用 い る

た め 距 離 お よ び コ ン ト ラ ス ト 分 解 能 が 向

上］，
Ｐｏｗｅｒ ｃｏｎｔ㎜ｔ ｈａ㎜ ｏｎｉｃ ｉ楓 顯 ㎎ （Ｐ１日Ｉ）

圃繍 ㎎ の 影 響 を受 け ず に低 速 の血 流 に 煎

す る 感 度］

３
．

運 動 負 荷 ： ト レ ッ ド ミ ノレ、
水 泳

、
車 輸 等

で 至 適 運 動 量 を 得 ら れ る 方 法 を 考 完 た。 自

発 的 運 動 と 強 制 運 動 で は負 荷 程 度 が 異 な る

こ と が 痢 ら れ て い る
。

心 電 図 他 を 連 続 し て

モ ニ タ ー す る た め に ｔｅ１ｅ触ｅ輔 カミ多 用 さ れ て

い る が
、

植 え 込 み の ス ト レ ス が 強 く
、

１／３

以 上 の 動 物 を 失 う と い う 報 告 も あ り、 機 種

を 選 び 慎 重 に 行 い た い と 思 っ た。 血 申 酸 素

飽 和 度 を そ ニ タ ー す る こ と と し た
。

４．
ド ブ タ ミ ン 負 荷 ： マ ウ ス カミ成 体 の 時 に は

麻 酔 の 必 要 性 を 考 慮 す る。 心 不 全 が あ る 場

合 に はイ ソ プ ロ テ レノ ー ル で は 不 整 脈カミ誘

発 さ れ た り、 低 酸 素 に な る ζ と が 指 摘 さ れ

て い る た め 注 意 を 要 す る
。

５、 解 剖 学的 評 価 ： 立 体 顕 微 鏡 下 に 摘 出 し た

剖 検 心 に お け る 両 心 房 の 大 き さ、 冠 動 脈 の

発 達
、 房 室 弁 の 三 次 元 的 形 状、 中 隔 の 状 態

、

心 室 筋 の 形 態 等 の 観 察 を 試 み 危。 本 ノ ヅク

ア ウ トマ ウ ス で は 三 尖 弁 の 形 成 不 全 が 多 発

し て い る 。

６． 組 織 学 的 評 価 ： マ ク 回 解 剖 で は心 室 中 隔

の 存 在 が 診 断 し に く い こ と が あ る た め
、

摘

出 心 臓 全 体 を 包 埋 し、 長 軸 方 向 に 連 続 切 片

と し 観 察 す る こ と と し た
。

心 室 筋 の 異 常 を

免 疫 組 織 学 的
、

あ る い は ｉｎ ｓｉ加 ｈｙｂ 舳ｚ磁ｏ亙

手 法 を 用 い て 評 価 す る こ と と し た
。

７
．

経 時 的 エ コ ー 心 機 能 評 価 ： ノ ッ ク ア ウ ト

マ ウ ス を 成 体 ま で 飼 育 し て
、

心 エニコ ー 検 査

を 施 行 し
、

心 機 能
、

心 不 全 と 心 室 筋 の 関 係

を 評 価 す る。

究 成 果と参 考 論 文

こ の 報 告 書 の 研 究 成 果 と して ま と め た

『Ｂｖ釦ｕ就三〇ｎ ｏｆ ｃａｒｄ三＆ｃ 舳 ｃ危ｏｎ ａｎｄ ａｎａｔｂ嚇ｙ ｏｆ 包

㎞ｏｃｋｏ滋 ｍｏｕｓｅ ｗ 池 ｃ帥ｄｉａｃ 鎌 舷 副 に は 本 研

究 で 得 ら れ た 心 電 図 の 測 定 方 法、 エ コ ー 検

査 結 果、 解 剖 学 的 な 所 見 を 示 し た。 冠 動 脈

の 発 生 と 発 達 の 理 解 の 危 め に 『冠 動 脈 の 発

生 と 発 達 に 関 す る 最 近 の 知 見』 を 示 した。

本 研 究 で は 心 機 能 を 評 樋 す る た め に エ コ ー

検 査 を 多 用 し た が
、

そ の た め１こノ イ ズ の 少

な い 心 電 図 の 測 定 法カミ必 要 と な り 『マ ウス

の 心 電 図 計 測 方 法一生 後 ５ 日 目 の ｂａｂｙ か ら

記 砒 ま で』 を 示 し た
、

こ の 報 告 書 の 参 考 論 文 に は心 臓 血 管 外 科

お よ び 人 工 臓 器 に 関 係 した 論 文 を 載 せ た。

人 工 臓 器 の 申 で も 人 工 血 管 は 再 生 医 療 の

研 究 に 影 響 を 与 完
、

ま た 影 響 を 受 け て お り
、

最 近 の 研 究 の 基 礎 に な る 過 去 の 研１究 に 注 目

し
、

ま た 最 近 の 研 究 か ら も 学 び 『人 工 血 管一

ζ の ！ 年 の 動 き』 を ま と め た
。

最 近 の ぺ 一

ス メ ー カ で の 一 番 の 話 題 は
、

ｂ飼ｙｃ弧 碗 で

は な い に も か か わ ら ず、
ぺ 一 ス メ ー カ を 用
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い て 治 療 す る 鮒 碗ｃ ｒｅｓｙ㏄ｈｒ㎝ｉｚ説ｉ㎝

ｔｈ㈱ｐｙ （ＣＲＴ）で あ る。 さ ら に ほ か の 話 題

を 含 め 『べ 一 ス メ ー カ ： 最 近 の進 歩』 をま

と め た
。

再 生 医 療 の 足 場 と し て コ ラ ー ゲ ン

製 材 料 が 用 い ら れ る こ と 添 多 い
。

し か し
、

全 て の コ ラ ー ゲ ン 製 剤 の 細 胞 親 稿 牲カミ良 い

訳 で は な い。 そ こ で 臨 床 に 使 用 さ れ て い る

市 販 の 止 血 材 料 の 利 点 お よ び欠 点 に 注 目 し、
基 礎 研 究 を 含 め 総 説 と し 『Ｃ１㎞ｉ碗 ｂｅｎｅ航ｓ

独ｄ 由ｋ 搬 叡ｙｓｉｓ ｏｆ 的 がｃ叡 ｈｅ㎜ｏ 鋤 ｓ： Ａ 鵡ｖ三ｅｗ』

に ま と め た
。

冠 動 脈 バ イ パ ス 衡 に お い て 内 胸 動 脈 の 使

用 が 遠 隔 成 績 を 改 善 し、 し か も １本 よ り も ２

本 の 方 添 良 いカミ、 こ れ を 糖 尿 病 合 併 症 例 に

お い て 示 し 陀ｉ１航ｅ剣 ∀棚ｕＳ ㎜ 施脆剣 ㎞ｔ鋤 叡

ｍ ㎝ 鮒＆Ｗ ｒｅＶａＳＣｕ１ａ由 説三〇な ｉｎ ｐａｔｉｅｎｔＳ Ｗ 鮎

ｄｉめ 碗ｓ．コ に し た
。

さ ら に ｈｓｉ樋 で 動 脈 グ ラ

フ ト を 利 用 す る こ と１こ利 益 が 得 ら れ る こ と

を 『Ｓむ一ｖｉｖ劔 ｂ◎ａｅ丘ｔ ｏｆ ◎ｘｃ－ｕｓｉｖｅ 湿ｓｅ ｏｆ ｉｎ ｓｉ伽

ａ血ｅ念誠 ＣＯｎｄ念ｉお ＯＶｅｒ ＣＯｍ ｂ滋ｅａ ｕＳｅ ◎ｆ ａ 鵡 ｈａ１ ａｎδ

ｖｅｉｎ ｇ 鮒 ｓ 釦τ 伽 汕ｔｉｐ１ｅ ｃ０ｆ０ｎ単ｙ 楓ｅｒｙ ｂｙｐａｓｓ

蜜 嘘三㎎迎 で し め し た
。

大 動 脈 炎 症 侯 群 （高 安 病） に お い て 血 管

病 変 が 大 血 管 に 起 こ る こ と は 良く 知 ら れ て

い る が
、 冠 動 脈 に 起 こ る こ と は あ ま り 知 ら

れ て い な い。 冠 動 脈 病 変 の 合 併 例 で、 造 影

か ら 狭 窄、 拡 大 な ど の 病 変 添 観 察 さ れ だ の

を 『Ａ血ｇｉｏｇ㎜ｐｈｉｃ 臨 ｄｈｇｓ ㎜ｄ ｓ岨ｇｉ碗 拉㈱ 飾ｅｎ値

Ｏｆ ＣＯｒＯｎａπｙ 独 ｅ写ｙ
ｉ血ＶＯ１Ｖｅ㎜ｅｎｔ ｉｎ π会ｋａｙａＳｕ

ａ鵡オｔｉＳ』 と し て ま と め た。 今 後、 本 研 究 を

更 に 進 め た い と 思 っ て い る。 広 範１瑠 心 筋 梗

塞 に よ る Ｏｏｚｉ㎎ 蜘ｅ出 血／心 破 裂 を 乗 り 切 る

た め の 手 術 術 式 を 「フィ ブリ ン 糊 オ キ シ セ

ル 固 定 法」 （１９９０ 年）と し て 報 告 し た。 同 じ

症 例 が 遠 隔 期 に 再 手 術 と な り、 こ の 大 変 貴

重 な 症 例 報 告 を 『Ｌ甜 Ｖｅｎｔ曲棚孤 血ｅ ㈱ 岬Ｓｍ

猟丞ｈ
ｐｓｅｕｄｏａｎｅｕｒｙｓ湘 ｄｅｔｅαｅｄ 念ｖｅ ｙｅａ工ｓ ａ双ｄ ｎｉｎｅ

鰍ｏｎ批ｓ 危１１ｏｗｉｎｇ 鴎 脾ｉｒ おｒ ｏｏｚ㎞ｇ ちゆｅ 施ｅ ｗ釦１

鰍ｐ耐ｅ』 と し て ま と め た
。

最 近 で は、 診 療 報 酬 体 系 が 大 変 注 目 さ れ

て お り、 外 科 医 も 包 括 医 療 を 無 視 で き な く

な っ て い る
。

そ こ で
、

『殊 科 の あ る べ き 診

療 報 醐 体 系 企 画に 当 た っ て』 お よ び、 『包

括 医 療（ＤＰＣ）か ら み た 術 式 の 選 択一疾 患 別

ＷＲ ｖｓ．
手 術 の 比 較一 ケ ー ス ２： 冠 動 脈 疾 患

の 治 療』 を 載 せ た。

ま た
、

最 近 語 題 に 癒 っ て い る こ と か ら

け 循 環 器 診 療 機 関 の 配 置 は 適 正 か（２）心 臓

血管 休科』 と 『政 策誘 導非 迎合派 か らの提

言』 を 参 考 文 献 に加 完た。

まとめ

こ の 度 は 『心 臓 血 管 系 ノ ック ア ウ トマ ウ

ス⑫ｅＳｒ）に お け る 心 疾 患 発 症 機 構 の 解 明 と 心

機能評価』と い う 題 で 研 究 を 開 始 した が、

未 だ 解 関 さ れ て い な い 部 分 淡 多 く
、 さ

ら に 研 究 を 進 め て い き た い。
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【研究成果 ２】

酎 枇 棚 ㎝ ｏｆＣ航 碗 α ㎜ｃｔｉ㎝ ・ｍｄＡ㎜就ｏｍｙｏ廿ａＫｈ㏄ ㎞ 献 Ｍｏｕ５ｅｗ 鋤 Ｃ蛆 肋ｃ 醐１嚇ｅ

肚 ｅ 珊 勾ｏｒｉｔｙ ｏｆ ｋｎｏｃｋｏ 械 皿ｏｕｓｅ ｍｏ 曲亘ｓ 就ｔｈ 臨ｉ１ｕ正ｅ 虹 ｃ盆ｒａｉｏ珊ｓｃ刮 泌 ｓｙ 鮪 ｍ 孤ｅ

臨 施１
，ｓ㎞ｃｅｉｔｉｓａｉ箭ｃ㎡ 砧ｏ汽 ｈｅｓｅ ｍｉｃｅ 椀 鋤 ｗｉｖｅ．

Ａ 刮
ヨξ㎜ｉ皿ａ１ｓ ｗｉｔｈｏ賦 ｂ１ｏｏ＆ ｖｅｓｓｅ１ｓｃ凱ｎｎｏｔ

１ｉｖｅ．
Ｉｎ ｔｈｅ ｋｎｏｃｋｏ 軸 独 ｏｕｓｅ 独ｏａｅ１ｔｈ 就 ｗｅ ｕｓｅａ

，
㎜ 盆１括ｏ迂搬 ａ捻ｏ皿 ｏｆｔｈｅ ｈｅａ 就 ｗ凱ｓ１ｏｃａ１ｉｚｅａ ａｎａ

１ｉ皿ｉ値 ｄ 加 化ｈｅ 王ｉｇ 砒 ｓｉａｅ
，

ｔｈｅｒｅ遁ｏ正ｅ 砒 ｅ 詠 出 ｍ ａ１ｓ ｗ③ 船 ａ１湖ｅ 樋 ｓｕｒｖｉｖｅ ａ１ｎａ 正 理 ｒｏａｕｃｅ・

πｈｅ ｈｅ 狐 ｔ ｗ軌ｓ ｅｖ 鉦ｕａ 把 ＆ ｓｅｒｉ釘１１ｙ ｂｙ 伍 ｅ ｎｏ皿ｉｎｖ凱ｓｉｖｅ 皿ｅ 伍ｏａ ｏｆ ｅｃｈｏ （亙ｉ
ｇ１皿ｅ １ ＆ ２）

ａｎａ １ｅｓｓ ｉｎｖａｓｉｖｅ 皿
一ｅ

ｔｈｏ忍 ｏｆ ｃａｔｈｅ 挽変．
週ｘｐｅｒｉ血ｅｎ北創 ａｎｉ泌 ａ玉ｓ ｗｅｒｅ 泌ｏｎｉ切１＝ｅａ ｏ皿 ａ皿

ｅ１ｅｃ位０ｃ 狐 ａｉ０ 馴 凱鰍
，

漬ｏ正 ｔｈａｔ Ｐ１皿ｐＯｓ⑧
，

盈 ｎｏｎ・ｉｎｖ 船ｉ∀ｅ ｅ１ｅｃ扱ｏｄ１ｅ ｗａｓ ａｅｖ銚ｏρｅ＆ ｕｓｈ ｇ 凱 ｔ ㎜ ｇｓ施 ｎ

就 聖ｅ ｏｎ ａｎ ＥＥ Ｇ ｅａｒ ｃ 軸 （Ｆｉｇｕ聖ｅ ３ ＆ ４）
．

Ａ 加 磁ｇｓ拓 ｎ ｗ 泣ｅ ｗ 船 ｕｓｅ＆ 遣ｏ正 凱 ５・ 曲 ｙ
－ｏ 蛆 滋 ｏｕｓｅ

（酌 叡皿ｅ ５） 狐 ａ ＥＣＧ ｗ 鎚 蛇ｃｏ地ｅａ ｓｕｃｃｅｓｓ鈷 亙ｙ 軸ｔｈｏｕｔ ｎｏｉｓｅ （跳ｇ１皿ｅ ６）
．

Ｏｂｓ駆ｖａｔｉｏｎ ｏｆ 沈ｅ

ｍｉｃｅ ｆｒｏｍ ａａｙ ５ ａ銚 鉦 ｂ泣ｔｈ 枕 紬 刮 悩ｏｏ＆ ｗ 鵬 ｐｅ舐ｏ正ｍ１ｅａ ｕｓ赫ｇ ａｎ ｅ泓ｏ 湿ａｇｎｏｓｔｉｃ ｓｙｓ拓 孤

ＨＤＩ・５０００ Ｓｏｎｏ ＣＴ ＸＲＥＳ ｍａｎ 誠ａ１ｃ施でｅｄ ｂｙ ＰＭＳ Ｃｏ泌迎ａ恐ｙ， ｕｓｉｎｇ 登 ｈｉｇｈ ｆｒ則 以⑧ｎｃｙ １ｉｎｅａエ

胆 ｏ脆 ＣＬ１５・７，Ｉｔ ｗ 鵬 ｐｏｓｓｉｂ１ｅ 鵬 施ｇ ｅｃｈｏ 伽 ｄｅ挽 碗 訟ｎｄｌｖｉｓｕａ１ｉｚｅ ｖｅｎ血ｉｃｕ１狐 ｓｅｐ娩１ ｄ⑧ｆｅｃｔ

（ＶＳＤ）丑ｏｗ ｉｎ ａ５・ａａ１ｙ・ｏ１ｄ一泌ｏ棚ｅ ｗｅｉｇｈｉｎｇ １．７ ｇ（Ｆｉｇ１皿ｅ ７） 汕 ａ 丑ｏｗ 就 １ｅ硫 ｖｅ皿拉ｉｃ棚 泌 ｏ砿畳ｏｗ

ｉｎ ａｎ ａａｕ１ｔ】皿ｏｕｓｅ （亙 塘 ９正ｅ ８）
．

Ｐｒｏ醜ｉｎｅ 航 ｈ
ｙｐ⑤ｒｔｒｏｐｈｙｉ双 ｔｈｅ ｒｉｇｈｔ ａｔ正ｉｕ：ｍ 訟忽ｄ 述ｇｈｔｖｅｎ血ｉｃ 刮 孤 ｗａｓ ｏｂｓｅ 岬ｅａ ｉｎ ｏｎｅ

泌ｏ鵬ｅｔｈ就 湿ｅａｏｆｈｅ狐ｔｆ凱ｉ１㎜＝ｅ．
Ａ ｈｅ肌ｔｓｐｅｃ ㎞ 脳 ｗａｓｏｂ協ｉｎｅａ ａｎａａ ｇｏｏａｐｅｎｅ倣 就 虹ｇ迂ｅｓｉｎ

ｗ 鵬 ｉｎｊｅｃ 鮒 ｉ 節 ｔｈｅ ｃｏ亙ｏ 醐 Ｗ 泓 舳 ｉｅｓ 肚 ｏ ㎎ ｈ 雌 ａｏｒｔ泓，
価ｅ皿 批ｅ ｓｕｒｍ ｍ 湿 ㎎ ｔｉｓ醐ｅ ｗ凱ｓ

ａ⑧ｈｙａｒ乳樋 ａ ａｎａ 皿二＆ａｅ 位詠ｎｓｐ凱ｒｅｎｔ
．

Ｔｈｅ ｐｈｙｓｉｃａ１ ｒｅ１凱ｔｉｏｎｓｈｉ
ｐ ｏｆ 北ｈ⑧ 湖ｏｏｄ

－ ｖｅｓｓｅ１ｓ ａｎｄ
一

泌ｅ

ｖ 触 拉ｉｃ１ｅｓ ｗ 鵬 ｅ 吻１ｕ訊値 ａ ｔｈｒｅｅ 地 滋ｅｎｓｉｏｎ訟１１
ｙ，

Ａユｓｏ，
ｔｈｅ 工三ｇｈｔ ａ皿ａ １ｅ銑 ｃｏ皿ｏｎ 趾 ｙ 趾 挽 ｒｉｅｓ ｗｅｒｅ

Ｏｂｓｅｒｖｅａ 切 ａｒｉｓｅ 缶０ｍ ｔムｅ 泓ｏｘｔ＆ （Ｅｉｇ叫ｒｅ ９ ＆ １０）
．

翻ｏ ｅｘＰ１０ｒｅ ｃａｒｄｉａｃ 泓ｎ訟ｔｂｍ ｙ 凱ｎｄ 迎
ｈ
ｙｓｉＯ１０叡ｃ凱１

ｆｕｎｃｔｉｏｎ ｏｆ 凱 ｋｎｏｃｋｏｕｔｌｎｏ㌃ｓｅ ｉｓ ｈｅ１ｐｆ杣 切 ＆ｅ ㎜ｏｎｓｔｒ凱ｔｅ ｔｈｅ ㎞ 拉ｉ亙ｓｉｃ ｆｕｎｃｔｉｏ双 ｏｆｔｈｅ ｇｅｎｅ
，

揃

ｉｄｅｎ 的 伍ｅ 鵬 ｗ 舳 ｃｔｉｏｎ ｏｆｔｈｅｇｅｎ 維 ｏ皿 ｔｈｅ ｍ ｅ理 ｅｃ 納 凶ｅｎｏｔ 鵬 ａ 地 椀 ｅ 蝸 ｍｉｎｅｔｈｅｒｏ胎

ｏｆ 批・ 騨 ・ 虹 ｔｈｅ ｐｈ・ｎｏ 軸 ・ ｂｙ Ｈ ｅ１就ｉｏ皿 ｂ・完ｗ⑧ｅｎ 枕・ ｇｅ鵬 ゼ・ 協ｃ ㎏正・ ㎜ ａ 脳 ａ ｔｈ・

ｇｅｎｅ詠１ｏｇｉｃ説 ＳｔａｎａＰｏｉｎｔ
．

一 ｎ ・
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図５ 臨ｂｙマ ウ ス は 体 毛 が 無 い た め、 タ ン グス テ ン ワイ ヤ ー １

本で心電図は記 録可能である

軸・・ ≡
１

脈工 眺細 晦 蝉軸泌燃紺 棚 蝋㍊恥

㎏ 抽払砕 納吟糾糾以←
：１

！ｌ １ｌ

レ 肌 畔に犯毎 紳 紅紅缶傘臼硝一掴ら峠碑・争坤、←岬

”
ｉ１

汁 仰 卿。 梓常脚紅帖桝如
．珊

１１

へ吋｝都舳 ～｛ 咄 ｝畑～岬 洲 閉 帥 柵 μ甘岬帥．帥Ｊ 」

「

μ拙 ψ 痔申杜 排 玲ヰ１キ阜ヰ坤｝←
一

…
ｌ ｌ ■ １ ； ． ｌ Ｉ Ｉ

ヨ
１ １ １ Ｉ ■ Ｉ Ｉ ・ Ｉ

■

図６ 臨ｂｙ マ ウ ス の 心 電 図 （５０ ㎜㎜／ｓｅｃ）
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